
〇作業療法や言語療法からのアプローチについて

〇共生社会の実現　久保山茂樹先生

〇進路選択について引き続き聞きたいです。

〇今年度のテーマで、もう一度でもいいかもしれません。　ほかは思いつきません。

〇進学・就労が1番の課題です

〇お任せします。受検の情報を交流できるといいと思います。

〇高校の進学についてまた進学後の実態についてさらに聞きたい。

〇進路選択の現状について、各校の実態が知りたい。

〇明日からの、授業に役立つ研修会がいいです。

〇同じのをもう一年やってほしい。

〇余暇活動について

〇進学する場合のいろいろな方法について知りたい

ことばの教室、学びの教室（通級）での指導の様子を知りたい

進路の話は継続して聞いていきたいです

引き続き進路について知りたいです。

特別支援教育の評価のあり方

肢体の話し合いで、講師の名前が出ました。

「自立活動の本来の意味について」「療育手帳の有効な活用の仕方」（保護者への進め方）

進路の話や就労の話は大切だと思いますので今後も継続して実施してほしいです。

WISC-Vについて

グレーゾーンのお子さんの進路支援と実情、ディスレクシアのお子さんの支援、WISC-VやK-ABCⅡの研修、ヤングケアラーの方への支援

また理論研修をお願いします

特別支援計画（様式）の管内統一化

やはり、就労の現状とその実態については引き続きやってほしい

両方とも興味のある内容でした。り２にでましたよかったです。

進路に関して小学校教員も知っておくべきことが多いと思うので大変有意義でした。

高校卒業後の進路について、現状を知りたいと思いました。

不登校傾向、集団に入ることが難しい子どもへの支援方法

次年度も就労について勉強させてほしい

アセスメント

【事務局見解】

・人数制限があり参加できなかった方がいること、「進路・就労」に関しては、多くの方が関心を持っているという２点の理由から、次年度も同様

の内容での理論研を実施しようと考えている。また、気温が高い時期でもあることから、実施場所を研修センターから、市民会館などの公共施設を

利用する方向で検討する。

・理論研究の場面だけではなく、二次研究協議会の課題部会でも「進路・就労」について話し合える場の設定を検討する。

７．共通研究について

〇当別町社会福祉法人ゆうゆう理事長　大原裕介さん（障がい者福祉　地域共生社会など）

双子忍者パフォーマー黒田昌樹さん（ダウン症候群のある子ども向けのエクササイズ考案、ダウン症育児の話など）にじいろスマイル代表　田中純

さん（LGBT）

〇「進路」に関わる内容は、生徒・保護者の将来を左右するので色々なお話を聞かせていただきたいです。

〇人数の関係で残念ながら参加できなかったので、2024年も実施、または可能でしたら配信していただけると有難いです。

〇インクルーシブ教育　札幌市　堀楓香さん車椅子ユーザー、脳性麻痺、言語障害ありの25歳くらいの方　　です。普通学級で学び、普通高校、大

学で学ばれた方です。


